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2 日本におけるヤングケアラーの概念分析
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共同
研究開発センタープロジェクトＧ（プロ
ジェクトリーダー）

看護基礎教育における正確な血圧測定のた
めの「状況基盤型教育プログラム」の開発
と効果の検証：無作為化比較対照試験

共著 あり
日本看護科学学会誌
42 巻 p. 528-539

渡邉惠, 飯岡由紀子,常盤文枝,朝日
雅也

2023.２

共同
公益社団法人日本看護科学
学会第42 回学術集会

2022.12

〇會田みゆき，常盤 文枝, 山岸直子, 金さ
やか, 東口晴菜

研究開発センター報告書
2022年度

埼玉県立大学研究開発センター 2023.３

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

学歴
1991年日本赤十字看護大学看護学部、1996年日本赤十字看護大学大学院看護学研究科（修士課程）、2010年日本赤十
字看護大学大学院看護学研究科（博士課程）

（２）論文

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

該当なし

がんサバイバーの看護師が仕事と療養生活
の両立のために職場に対して抱く考え・行
動の変化のプロセス

氏名 常盤　文枝 部署 看護学科 職名 教授

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴 1996年日本赤十字看護大学助手、1999年埼玉県立大学助手、2005年同大学講師、2011年同大学准教授、2016年教授

所属学会（役職） 日本看護科学学会（専任者読者）、日本看護学教育学学会（専任査読者、学術誌編集委員）、日本慢性看護学会

１．研究業績
（１）著作

「バイタルサインの正確な測定 実践能力
チェックリスト(VSAMチェックリスト)」
の開発および信頼性・妥当性の検証

研究分野 成人看護学、慢性看護学
学位 博士(看護学）

渡邉惠, 飯岡由紀子,常盤文枝,朝日
雅也

2023.１

共著 あり 2022.８
日本看護科学学会誌
42 巻 p. 111-120

日本看護科学学会誌
42 巻 p. 494-500

常盤 文枝, 浅井 宏美, 辻 玲子, 水間
夏子, 上原 美子, 黒田 真由美

共著 あり
保健医療福祉科学
12 (0), 15-22

櫻井 理恵, 飯岡由紀子,常盤文枝 2022.９

日本におけるヤングケアラーの概念分析

（４）その他

観察場面での看護学生の情報獲得と思考過
程の特徴－視線分析を用いた看護師との比
較－

共同
一般社団法人日本看護学教
育学会第32回学術集会

〇常盤 文枝, 浅井 宏美, 辻 玲子, 水間 夏子,
上原 美子, 黒田 真由美

2022.8

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

共著 あり

理事会企画「教育実践を発表しよう」 共同 学術誌編集委員会 2022.8.6～９.11
オンライン開催

一般社団法人日本看護学教
育学会第32回学術集会

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助
金（基盤研究C）21K01948

通所介護における社会的自立を促進す
る自立支援型機能訓練マネジメントモ
デルの構築

研究分担者 2021.4-2024.3
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文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助
金（基盤研究C）21K10690

生きづらさからの回復を支える-ナル
コレプシー患者のための看護支援モデ
ルの開発-

研究分担者 2021.4-2025.3

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助
金（基盤研究C）18K10195

中堅看護師の教育力深化を目指したア
クティブラーニング型研修の開発と評
価

研究分担者 2018.4-2023.3（延長）

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助
金（基盤研究C）19K10824

小グループ学習法における総括的評価
に資するピア評価の確立

研究代表者 2019.4-2023.3

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助
金（基盤研究C）20K10687

視線分析を用いた多重課題における臨
床推論力を高める教育プログラムの開
発

研究分担者 2020.4-2024.3

4年生を対象に臨床実践に求められる看護技術について教授した（選択科目）

看護研究（研究科） 4 大学院生を対象に看護研究(量的研究手法）について講義、助言した

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

成人看護学Ⅳ 12
2年生対象。オンラインで慢性病看護方法について講義、グループワーク
を実施

臨床実践看護 6

看護研究 〇

成人看護学実習Ⅱ 学外・2022.5～2022.6 3年生を対象に臨床実践看護実習に関して直接的指導を実施した。

総合実習 学外・2022.7 4年生を対象に臨床実践看護実習に関して直接的指導を実施した。

基礎看護学実習Ⅱ 学外・2022.10 ２年生を対象に臨床実践看護実習に関して直接的指導を実施した。

卒業論文 2022.4～2022.12 主指導 ５名 副指導 名

IPW実習 学外・2022.10 4年生を対象に、多職種連携について実践で学ぶ実習を指導した。

（４）論文指導
対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

博士論文 2022.４～2023.３ 主指導（指導教員） ０名 副指導（指導補助教員） ２名
修士論文 2022.４～2023.３ 主指導（指導教員） １名 副指導（指導補助教員） ２名

看護理論　講師 2022.9

高齢者元気力アップ応援事業所認証事業
参加事業所向け研修会

埼玉県
県主催の高齢者元気力アップ応援事業所認証における事業所
向け研修会を実施(計3回×2回）

2022.11-
2022.2

（５）その他
名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

自治医科大学附属さいたま医療センター看
護部研修

自治医科大学附属さ
いたま医療センター
看護部

エデュケーションナース研修　講師
2022.11⁻
2023.2

越谷市立病院看護部研修 越谷市立病院看護部

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

成人看護学実習Ⅰ 学外・2022.5～2022.6 3年生を対象に病院実習と学内実習を展開、指導した。

15 3年生を対象に看護研究の基礎についてオムニバス形式で授業を構成した

看護理論（研究科） 2 大学院生を対象に看護で用いられる中範囲理論について講義した

３．教育業績
（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）



1
2
3
4

1

1

1

2

3
4
5

1

1

1

大学広報活動 高校訪問への参加（1回） 2022.11

メディア等の名称 内容 年月

一般財団法人　日本看護学教育評価機構 評価委員会委員 2021.7-2024.3

越谷市建築審査会 2022.4-2024.3

（２）国、自治体、学術団体等における委員等
国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

一般財団法人　日本看護学教育学会 学術誌編集委員 2022.6-2024.6
公益社団法人　日本看護科学学会 学術誌査読委員 2021.10-2023.10

越谷市

項目 内容 期間

該当なし

（４）その他
項目 相手方等 内容 期間

５．学内運営

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言

８．特記事項
該当なし

該当なし
７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月
該当なし

学科等における委員会等 看護学科カリキュラム検討委員リーダー 2022.4～2023.3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）
受賞名 主催 受賞年月

全学的委員会及びセンター業務等 高等教育開発センター所員　教育企画部門リーダー 2022.4-2023.3

全学的委員会及びセンター業務等 教務委員会　教務委員長 2022.4-2023.3

学科等における委員会等 看護学科JABNEプロジェクトリーダー 2022.4～2023.3
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